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l、もi

万
博
を
目
、
ざ
し

猛

練

習

8
月
8
日
i
m日
ま
で

(出演)

黒丸踊は、五百年来伝わる、

古典色豊かな勇壮、華麗な踊

りで、県の無形文化財に指定

されております。

地元では、大村市の観光に

も一役かうものとして、出演

を目ざし日夜練習に励んでお

りますので皆さんのご声援を

お願いいたします。

黒丸踊が、万国博覧会の

「日本の祭り」に長崎県の代

表として 8月8日から 3日間

出演することになりました。

この催しは、万博会場の

「お祭り広場」でおこなわれ

るもので、全国の代表的な民

踊、民芸が世界各国からの参

観者を前に、くりひろげられ

ます。
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多
良
岳
県
立
公
園
野
岳
キ
ヤ
ジ
プ
場

/ 

/ 

多
良
山
系
は
独
立
し
た
山
系
で

あ
る
の
で
雨
水
の
流
下
で
で
き
た

浸
蝕
谷
に
よ
り
、
そ
の
丘
陵
は
縦

に
分
断
さ
れ
、
横
の
連
絡
が
な
く

正
陵
一
と
し
て
統
一
的
に
利
用
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
現
在

も
佐
賀
県
の
鹿
島
市
と
大
村
市
を

結
ぶ
地
方
道
の
ほ
か
、
多
数
の

道
路
が
山
腹
に
向
っ
て
上
下
に

走
っ
て
い
る
。
現
在
の
観
光
的

土
地
利
用
と
し
て
は
野
岳
湖
を

中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
プ
場
、
萱
瀬

ダ
ム
周
辺
、
山
田
の
滝
、
そ
の
他

が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
相
互
に
連

絡
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
利
用
上
単

一
の
観
光
目
的
に
し
か
機
能
し
て

い
な
い
。
そ
乙
で
既
存
の
観
光
資

源
、
ま
た
後
記
す
る
よ
う
な
機
能

を
持
っ
た
様
々
な
計
画
地
区
を
連

繋
さ
れ
る
パ

l
ク
ウ
ェ
イ
を
標
高

二
O
O
m
t四
O
O
m
の
聞
に
正

陵
に
沿
っ
て
通
過
さ
せ
る
。
乙
の

・
パ
l
ク
ウ
ェ
イ
に
よ
っ
て
、
浸
蝕

谷
や
正
陵
部
に
よ
り
独
立
し
て
出

来
る
各
ス
ペ
ー
ス
を
、
独
自
性
を

持
ち
つ
つ
連
繋
す
る
地
区
計
画
が

可
能
に
な
っ
て
く
る
。
乙
の
丘
陵
発
的
な
需
要
増
は
従
来
で
は
考
え

は
海
(
大
村
湾
)
と
山
(
多
良
山
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
大
規
模
臨

系
)
の
中
間
に
あ
り
、
そ
の
利
用
海
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
施
設
地
区

機
能
は
そ
の
自
然

ハ
海
と
山
)
を
造
成
の
動
き
を
示
し
始
め
て
い

連
繋
す
る
機
能
と
い
え
る
。
し
た
る
。
大
村
湾
の
場
合
、
北
九
州
広

が
っ
て
乙
の
計
画
で
は
、
乙
の
地
域
都
市
圏
内
の
最
大
の
利
用
可
能

区
に
そ
れ
ら
の
結
節
点
と
し
て
の
な
内
水
面
と
し
て
の
将
来
性
は
非

機
能
、
そ
れ
ら
を
補
完
す
る
機
能
、

常
に
大
き
い
。
内
海
で
あ
る
こ
と

も
考
慮
す
る
。
従
来
地
形
的
に
は
を
利
用
し
て
、
ヨ
ッ
ト
、
モ

i
タ

海
浜
と
山
岳
に
観
光
地
が
集
中
す

l
ボ
l
ト
等
も
初
級
考
が
安
全
に

る
傾
向
が
あ
り
、
正
陵
は
昭
和
初
遊
べ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
プ

年
代
の
経
済
成
長
期
を
経
て
、
ゴ
s

レ
ジ
ャ
ー
ボ

l
ト
を
中
心
と
し
た

ル
フ
場
、
別
荘
地
、
遊
園
地
な
ど
利
用
型
態
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

の
開
発
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
て
る
。
大
村
市
の
湾
岸
利
用
の
現
況

い
る
。
し
か
し
将
来
は
山
岳
、
海
は
大
半
が
工
業
、
運
輸
、
自
衛
隊

浜
あ
る
い
は
都
市
で
は
達
成
出
来
註
屯
等
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
わ

な
い
。
し
か
し
上
記
の
も
の
と
は
ず
か
に
大
村
城
跡
地
が
市
民
公
園

異
っ
た
正
陵
独
自
の
観
光
的
土
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ

利
用
が
生
ま
れ
る
と
思
は
れ
、
予
な
い
。
大
村
市
が
リ
ゾ
ー
ト
都
市

想
さ
れ
る
形
態
を
出
来
る
だ
け
計
と
し
て
生
ま
れ
か
わ
る
た
め
に

画
に
盛
り
込
む
よ
う
に
し
た
。
は
、
ま
ず
大
村
湾
岸
の
水
際
線
を

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
用
地
と
し
て

全
面
的
に
開
放
す
る
乙
と
で
あ
る

観
光
診
断
報
告
書
終

一
四
月
の
1
11

1

1
1

1

l

一

一

実

弾

射

撃

予

定

一

一

池

田

射

撃

場

一

一

一

日

か

ら

四

日

ま

で

一

一
六
日
か
ら
十
一
白
ま
で

一

一
十
三
日
か
ら
十
八
日
ま
で

一

↑
二
十
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
一

一

二
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
一

V
利
用
価
値
の
高
い

大
村
湾

大
村
市
の
開
発
計
画
が
、
大
村

湾
の
利
用
型
態
に
強
く
依
存
し
て

い
る
乙
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、

開
発
の
面
か
ら
み
る
と
、
あ
ま
り

に
も
規
模
が
大
き
い
た
め
、
開
発

投
資
の
蓄
積
効
果
が
現
わ
れ
に
く

い
難
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
最
近

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
需
要
の
増

大
、
特
に
水
面
利
用
に
対
す
る
爆

〈¥

/ 

、
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忍
耐
と根

性
を
も
っ
て

中
学
卒
業
就
職
者
激
励
大
会

乙
と
し
中
学
校
を
卒
業
し
県
内
外
に
就
職
す
る
生
徒
を
励

ま
す
た
め
の
激
励
大
会
が
、
三
月
七
日
市
民
会
舘
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

イ

大
会
に
は
、
市
長
、
市
議
会
議

長
、
教
育
長
、
職
業
安
定
所
長
、

連
合
育
友
会
長
、
母
子
福
祉
連
盟

大
村
支
部
長
を
は
じ
め
多
数
の
来

賓
が
出
席
さ
れ
、
参
加
し
た
二
百

八
十
一
名
の
生
徒
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
祝
福
と
激
励
の
こ
と

ば
を
あ
た
え
、
つ
づ
い
て
市
長
か

ら
、
各
中
学
校
代
表
に
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

相

撲

場

こ
れ
に
対
し
て
、
生
徒
代
表
萱

瀬
中
学
校
の
貞
松
節
子
さ
ん
か
ら

「
盛
大
な
祝
福
と
激
励
の
お
こ
と

ば
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
乙
れ
か
ら
は
新
し
い

開
拓
の
a

精
神
を
も
っ
て
、
大
村

の
、
日
本
の
若
者
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
立
派
な
社
会
人
と
な
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
」
と
力
強
く
誓
い

の
乙
と
ば
を
の
べ
ま
し
た
。

が

落

成
福
重
小
学
校

乙
の
相
撲
場
は
福
重
地
区
有
志
の
皆
怠
ん
の
寄
付
等
に
よ

り
竣
工
し
た
も
の
で
、
三
月
十
日
市
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
、

多
数
の
来
賓
が
出
席
し
落
成
式
が
お
乙
な
わ
れ
ま
し
た
。

l ~・4

，a

，、
、

松

原

青

年

団

側

古
い
歴
史
が
あ
石
乙
の
青
年
団
て
い
ま
す
。

は
、
鹿
の
島
や
野
岳
湖
と
海
、
.
山
十
一
月
の
松
原
お
く
ん
ち
に
は

の
景
勝
に
め
ぐ
ま
れ
た
環
境
の
中
進
ん
で
踊
り
等
を
奉
納
し
、
地
域

に
あ
り
ま
す
。
丘
に
は
団
の
茶
園
社
会
と
の
連
携
を
強
め
、
ま
た
、

が
あ
り
、
自
分
た
ち
の
手
で
管
理
団
で
の
成
人
式
や
キ
ヤ
シ
プ
、
ス

を
し
、
収
益
金
は
活
動
費
に
あ
ポ
l
ツ
行
事
、
二
月
の
研
修
旅
行

て
、
学
習
会
や
体
育
活
動
の
活
発
は
、
団
員
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し

化
を
企
っ
て
い
ま
す
。
特
に
湖
水
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
と
言
う
農
事
研
究
グ
ル

i

団
員
五
十
二
名
(
女
十
八
名
)

プ
を
つ
く
り
、
女
子
部
活
動
と
合
団
長
山
口
数
義

せ
て
、
す
ば
ら
し
い
活
動
を
続
け
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市
職
員
を
募
集

〔
保
母
〕

V
受
験
資
格

①
学
歴
は
間
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

育
法
に
よ
る
高
等
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
を
有
し
、
保
母
の
資

格
を
有
す
る
者
ま
た
は
採
用
後

一
年
以
内
に
保
母
の
資
格
を
取

得
で
き
る
者

②
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
居
住
し
う
る
者

③
昭
和
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
女
子

市政だより

④
道
路
維
持
補
修
員
は
昭
和
七
年

四
月
三
日
か
ら
昭
和
十
五
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

で
、
大
工
職
、
土
木
工
事
等
の

経
験
を
有
し
且
つ
自
動
車
運
転

免

許

を

有

す

る

者

昭

和

四

十

五

年

度

の

母

V
試
験
の
内
容
(
保
母
、
労
務
職
)
子
福
祉
資
金
と
寡
婦
福

教
養
試
験
身
体
検
査

・

祉

資

金

の

貸

付

V
試
験
の
期
日
四
月
五
日

一Je
V
就
学
支
度
資
金

V
申
込
期
間

V
修
学
資
金

三
月
二
十
日
か
ら
三
月
三
十
一

V
申
請
書
の
提
出
期
限
第
一
回

目

ま

で

四

月

一

日

第

二

回

四

月

十

六

日

V
提
出
書
類
貸
付
申
請
書
、
戸

籍
謄
本
、
現
に
母
子
(
寡
婦
)
家

庭
一
で
あ
る
旨
の
証
明
書
(
児
童
委

員
の
証
明
)
合
格
証
明
書
又
は
入

学
許
可
書

V
申
請
書
の
提
出
先

祉
事
務
所

社
会
教
育
主
事
を
募
集

受
験
資
格

ω学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
四

年
制
〕
を
卒
業
し
た
男
子
ま
た
は

今
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
男
子
で

昭
和
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

二
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。

r

凶
社
会
教
育
法
に
よ
る
社
会
教
育

清

掃

夫

主

事

の

資

格

を

有

す

る

者

ま

た

は

修

員

教

育

職

員

免

許

法

に

よ

る

小

学

校

V
受
験
資
格

ドド
r
uuh刊
行

vfu
u
・3
・
中
学
校
・
高
等
学
校
の
い
ず
れ

①
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
学
校
教

f
か
の
教
諭
免
許
状
を
有
す
る
者
。

育
法
に
よ
る
新
制
中
学
校
卒
業
顧

問
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

程
度
の
学
力
を
有
令す
る
者

4E
用
後
居
住
し
'
つ
る
者
。

②
市
内
に
居
住
す
る
者
ま
た
は
採

用
後
市
内
に
居
住
し
う
る
者

③
清
掃
夫
は
昭
和
五
年
四
月
二
日

か
ら
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

〔
労
務
職
〕

V
職
種

道
路
維
持
補

J • 
試
験
の
内
容

公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般
教

養
に
つ
い
て
の
筆
記
試
験
、
専
門

試
験
、
身
体
験
査
な
ど

試
験
の
日
持

四
月
五
日
午
前
九
時
よ
り

願
書
受
付
期
間

三
月
二
十
日
か
ら
三
月
三
十
'一

日
ま
で

大
村
市
福

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
が
変
わ
り
ま
す

今
ま
で
使
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
被
保
険
者
証
(
う
ぐ
い
す
色
)

が
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

で
失
効
い
た
し
ま
す
の
で
、
新
ら

し
い
被
保
険
者
証
(
も
も
色
)
を

三
月
二
十
五
日
頃
各
被
保
険
者
ご

と
に
直
接
郵
送
し
ま
す
。
つ
ぎ
の

乙
と
に
留
意
さ
れ
て
ど
使
用
く
だ

さ
い
。
な
お
相
当
期
間
到
着
し
な

い
方
は
保
険
年
金
課
え
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

。
新
被
保
険
者
証
は
昭
和
四
十
五
の
年
金
を
給
付
し
、
心
身
障
害
者

年
四
月
一
日
か
ら
四
十
七
年
三
月
の
生
活
を
保
障
し
よ
う
と
い
ラ
も

三
十
一
日
ま
で
有
効
で
す
。
の
で
す
。

。
被
保
険
者
証
に
記
入
さ
れ
て
い

V
加
入
者
(
加
入
出
来
る
保
護
者
)

る
方
(
国
保
加
入
し
て
い
る
も
①
障
害
者
の
配
偶
者
、
直
系
血

の
)
だ
け
が
使
用
で
き
ま
す
。
族
、
兄
弟
姉
妹
ま
た
は
そ
の
親
族

。
乙
の
被
保
険
者
証
は
三
月
二
十
で
障
害
者
を
扶
養
す
る
人
。

日
現
在
で
作
成
し
た
の
で
そ
の
後
②
親
族
で
は
な
い
が
、
事
実
上
親

移
動
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
方
は
族
と
同
様
の
関
係
に
あ
る
人
で
障

出
張
所
ま
た
は
保
険
年
金
課
へ
乙
害
者
を
扶
養
す
る
人
。

の
証
と
印
鑑
を
も
っ
て
届
出
て
く
な
お
①
加
入
者
は
県
内
に
住
所

だ
さ
い
o

iJ

を
有
す
る
人
。
②
加
入
時
に
お
い

O
記
入
洩
れ
記
載
誤
り
な
ど
が
あ

、て
釘
才
未
満
の
人
(
初
年
度
は
回

り
ま
し
た
ら
同
様
に
届
出
て
く
だ
才
未
満
の
人
も
加
入
可
能
ゾ
と
な

さ
い
。

'

っ
て
い
ま
す
。

。
受
診
さ
れ
る
場
合
は
被
保
険
者

V
加
入
対
象
心
身
障
害
者

証
を
必
ら
ず
病
院
へ
提
出
し
て
く
つ
ぎ
に
定
め
る
心
身
障
害
者
で

だ

さ

い

。

将

来

、

独

立

し

て

生

活

す

る

こ

と

が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人
。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済

①
精
神
薄
弱
者

制
度
が
ニ
月
一
日
か
ら
②
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則

実
施

n

の
別
表
に
定
め
る
障
害
程
度
等
級

こ
の
制
度
は
、
心
身
障
害
者
の
表
の
一
級
か
ら
三
級
ま
で
に
該
当

扶
養
者
が
死
亡
、
廃
疾
な
ど
の
場
す
る
入
J

合
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
心
身
障
③
精
神
、
身
体
に
永
続
的
な
障
害

害
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
を
有
す
る
人
で
そ
の
障
害
の
程
度

う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
が
前
に
掲
げ
る
人
と
同
程
度
以
上

つ
ま
り
、
県
が
実
施
主
体
と
な
と
認
め
ら
れ
る
人
。

り
、
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い

V
掛
金
(
保
険
料
の
月
額
)

る
保
護
者
を
加
入
者
と
し
、
社
会
①
お
才
未
満
一
、

0
0
0円

福
祉
事
業
振
興
会
と
保
険
契
約
を
②
お
才
以
上
必
才
未
満
一
、
一
ニ

O

結
び
、
加
入
者
が
死
亡
、
廃
疾
に

O
円

陥
い
ら
れ
た
と
き
、
毎
月
一
定
額

，
@
何
回
才
以
上
て
五

C
O円
・

¥. . 

"， J 

/ 

V
年
金
額
(
給
付
額
)

加
入
者
が
死
亡
廃
疾
と
な
ら
れ

た
と
き
は
、
心
身
障
害
者
に
対
し

毎
月
約
二

O
、
0
0
0円
を
給
付

じ
ま
す
。

V
加
入
申
込
は
福
祉
事
務
所

植
松
に
保
育
園
が
開
設

市
内
池
田
郷
三
七
六
番
地
に
社

会
福
祉
法
人
植
松
保
育
園
が
で
き

ま
し
た
。
定
員
六

O
名
で
来
る
四

月
一
日
か
ら
開
園
い
た
し
ま
す
。

乙
の
保
育
園
の
通
園
区
域
は
次

の
よ
う
な
町
内
と
そ
れ
に
隣
接
し

た
地
域
と
な
り
ま
す
。

上
小
路
口
、
下
小
路
口
、
小
路

口
住
宅
、
小
路
口
第
三
住
宅
、

坂
口
、
植
松
、
植
松
住
宅
、
竹

松
住
宅
、
堺
町

統
計
調
査
功
労
事
業
所

に
通
商
産
業
大
臣
賞

乙
の
た
び
永
年
に
わ
た
り
統
計

調
査
に
協
力
し
正
確
な
調
査
を
さ

れ
た
左
記
の
事
業
所
に
対
し
は
え

あ
る
通
商
産
業
大
臣
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

有
限
会
社

株
式
会
社

江
崎
材
木
商
居

衣
料
セ
ン
タ
ー

、
か
く
た
に

市 タ
内パ
でコ
買は
いぜ
まひ
し
ょ
っ

え

、1


